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「お好み焼きの味」

とうたす班　藤沢　佳帆

　両親の実家は大阪でした。そのため、小さいころから我が家では週末になると『お

好み焼き』を作ることが定番でした。が、料理が苦手な母の作るお好み焼きは薄くて

ぺらっぺらです。それでもお好み焼きは大好きでした。家族みんなでワイワイしなが

らホットプレートを囲んで食べた記憶は今でも覚えています。

　帰省すると祖父もお好み焼きを作ってくれました。普段は台所に立たない祖父です

が、ビールを飲みながらお好み焼きを作る姿が印象的でした。祖父のお好み焼きは、

豚バラが分厚く長いもが程よく入っていてふわふわでした。が、いつもソースがかか

りすぎていて辛いお好み焼きでした。祖父いわく「ソースがようさん（たくさん）か

かってた方が美味しいんや。」と。

　就職をしてからは一人暮らしをはじめ、家に帰ることも少なくなり、昨年度には祖

父が亡くなりました。あのぺらっぺらのお好み焼きやソースがかかりすぎたお好み焼

きが最近では懐かしく、とても食べたくなります。家庭の味の良さに今更ながら気づ

かされました。私にとってお好み焼きは思い出がたくさんつまった特別なものです。

「夏の楽しみの一つ」

とうたす班　石毛　慎一

　この時期、好きな食べ物といえば何と言っても枝豆だ。この所、知っている

人も多くなってきたが、小平市は枝豆の生産が盛んで、実はすぐに美味しい枝

豆が食べられる。我が家の近くの畑でも枝豆をつくっており、それがまた甘く

て美味しいのだ。「食べたい！」と思ったらすぐに自転車に乗り、畑へ。こぎ

ながら「今日は何束買おうかなぁ」なんて考えるのも楽しい。いつも最低３束

は買う。（笑）

　さて、無事に購入し、家に戻ってきたら時間との勝負だ。枝豆は鮮度が命。キッ

チンバサミで茎の部分からさやを切り離し、その後、さらにさやの両端を切り

落とす。美味しい枝豆を食べるためにはひと手間かけることが必要。この作業、

実はなかなか根気がいるのだが、せっかくの良い食材なのだから少しでも美味

しく食べたいという気持ちが手を動かす。ザルいっぱいになったら塩を揉み込

み、ゆでて冷ましたら準備完了。

　さあ、相性ばっちりのあいつを冷蔵庫に取りに行こう。
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